
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　　　　　　学歴の機能主義的解釈の 批判的検討
一
戦前期女子 高等教育学歴の地位表示機能に関する再検討
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L はじめに

　日本の高等教育機関の 階層構造は い かに形成され 、

ξんな機能を果た して きたか 。 こ の 問い に対 して 、特

定 の 学校 へ の 職業上 の特権賦与によ り学校の社会的威

信の 序列が形成された とする従来の 説明図式は 、 たぶ

ん に技術機能主義的である 。 戦前期 、 教育資格を必要

とする職業 とは基本的に縁の 薄か っ た女子がなぜ 学歴

を獲得 しようとした の か、学歴 を持 つ こ とは どうい う

メ リッ トをもた らしたの かにつ い て 、 こ れまで の研究

は十分に説明 して きた とはい えない 。 本報告は、学歴

エ リー トとの婚姻か ら戦前期 の 女子 の 学歴 の 機能を考

察 した天野 マ （1987）の 論稿を主た る対象として 、 そ

の 間題点を指摘 し、新 たな研究の 方 向性を 示す こ とを

目的とする 。 天野マの 論稿を対象とす るの は、学歴 エ

リ山 トの 配偶者養成機関としての戦前期の女子 中高等

教育 の 機能 を実証的に示 し 、 か つ 学校間の序列の 存在

を示唆 した研究 と して 高い評価を得てお り、 後の 女子

教育研究に大 きな影響力を及ぼ したとされるか らであ

る 。

2．「地位形成機能」 と 「地位表示機能 」

　教育の機能は 「地位形成機能」 と 「地位表示機能」

の 2 つ に大別され る 。 教育の 「地位表示機能 」 は 、 学

歴 を象徴 的に 利用 した 「身分集団」 の 持つ 独特の 「身

分文化」 と学歴 との 関係 を考察する こ と を可能に し、

象徴的な学歴 の 利用 の 仕 方をす る集団の 1つ として の

女子 と学歴 の 関係を考察するの に適 して い るとされた

（天野イ 1983）。 問題は、学歴の 「地位形成機能 」 に

関する研究が、学歴が職業経歴 にもたらすメ リ ヅ トか

ら、 高等教育機関 の 階層構造の形成過程とその機能を

説明 して こ れた の に対 して 、
「地位表示機能 」 に関す

る研究は、出身階層や配偶者の学歴 （到達階層）に対

応す るかたちで 学校序列の存在を示唆し、その 機能 を

推測す る こ としかできな い とい う点 にある 。

　地位形成の ために利用され る学歴に注目した研究で

は 、 それが社会的資源の セ ッ トで あ る社会的地位、つ

ま り職業 と密接 な関連 を持 っ て い たため に 、 学歴 を手

に入れる こ とのメ リヅ トや学校間の格差は可視的であ

っ た 。 しか し、学歴 の象徴的な利用に関する研究では、

学歴は特定の 「身分文化 」 の所有を示 すもの である こ

とが推定され るもの の 、 そ れが どの程度 「地位表示 」

的で ある の か 、 につ い て は考えられ て こ なか っ た 。 天

野マ （1987）の 分析 におい て も、 学歴が 「地位表示」

的な機能 を果た し、 学校ご とにそ の機能に差が あ っ た

こ とは示されて い るが、配偶者の学歴 の 差とい う形で

間接的に確認 された に すぎな い。配偶者の 学歴 か ら女

子教育機関の序列を示唆する こ とは、 婚姻を前提にす

る とい う問題があ る 。 女子教育機関 の 序列やそ の 機能

の差は どの ように して捉え られ る の だろうか 。

3，厂学校文化」

　天野マは、女子 の 学歴 の 実質をなす 「学校文化 」 が、

女子 と象徴的な学歴 の機能 を考察するにあた っ て 重要

だ と考えた 。 女子高等教育機関には 「職業教育 」 を行

う学校と 「教養教育」 を行う学校の 2 つ の タイプがあ

り （国立教育研 究所 1974：546）、「教養教育」 を施す

「名門」 の学校は独特の 「学校文化 」 を強調する こ と

によ っ て特定の 社会階層か ら学生を選抜し 、
．「身分文

化 」 を伝達 して い ると説明され る （天野 マ 1987：88＞。

したが っ て 、 学校の序列は 、 学校の伝達する 「身分文

化 」 の 違 い に 注 目する こ とで 明 らか に な ると考えられ．

る 。 しか し、学校が学歴 エ リー
トの妻にふ さわ しい 「身

分文化 」 を伝達す るとい う説明図式 は、学校 が学歴 エ

リ
ー

トの妻 とい う職業にふ さわ しい職務遂行能力とし

て の 「身分文化 」 を伝達するとい う技術機能主義的枠

組み を根底にもっ て い る 。 その こ とによ っ て次 の 3 つ

の 重要な問題を論 じ なければな らな い 。

　まず 、
「身分文化 」 とは何か とい う問題があげ られ

る。高等教育へ 進学で き る者が地理 的に 限 られ て い た

こ とに鑑み る と、 学校タイ ブ が 「職業教育」
「教養教

育」 の どちらに分類されて い ようと、高等教育機関に

在籍することが一
定の 社会階層へ の 所属を示すこ とで

あ り、 在籍する こ とに よ っ て伝達される 「学校文化」

はあ る種 の 「身分文化」 だ と考えられる 。 だとすれぱ、

こ れまで の 研究におい て 、
「職業教育」

「教養教育」 と

い う分類が意味をもっ て い た とい うこ とを再検討 しな
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け ればな らな い 。 夭野 マ （1987）は 個々 の学校で社会

階層 と密接なつ なが りをもつ 独 自の 「学校文化 」 があ

っ たこ とを重視 し 、 そ の 考察が今後重要で ある と指摘

して い るが 、 女子の学歴 に つ い て、この後に続 く研究

は行われ て い な い 。

　次に独特の 「身分文化」 をもつ 「身分集団」 をどう

考え るかと viう問題があげ られる 。 高等教育を最 も有

利に利用 し得た の は旧士族層で あ っ た こ とが先行研究

で 明 らか に され て い る が 、 旧士族層を排他的な 「身分

文化 」 をもつ 「身分集団」 と捉えて よい の だろうか。

例 えば園田は近代日本の 出発点にお い て、士族は 自ら

身分閉鎖的な階層秩序 を撤廃し、特定 の 身分や階級 が

支配権 を握 っ たこ とは一度もなか っ たと述べ て い る

（園田 1983：56）。 仮に 「身分集団 」 と捉えたに して

も、 士族層の教育機関へ の 接近性の高さは士族層の学

問 と 近代的職業 へ の 親和性に よ っ て説明 さ れ る だけ

で 、
「学校文化」 と 「身分文化」 との 関係につ い ては

考察され て い な い 。 まして、特定 の社会階層 の 女子 と

教育 、
「身分文化 」 と 「学校文化」 との 関係は間題化

されて こなか っ たとい っ てよ い 。

　最後に
、

「学校文化 」 は どの よう に 「身分文化 」 と

して伝達され て い た の か とい うメカニ ズ ム の 問題があ

げ られ る 。 与え られ る学校教育が 自動的に内面化され

たか の よ うな教育像を描 くこ との 問題に つ い て は廣田

（1995）によ っ て 既に指摘され て い る 。 こ の こ とは 、

女子教育機関は 出身階層 と到達階層 とを媒介 す る単な

る乗 り物に過 ぎなか っ たの か 、 それ とも 、 何 らかの加

工 を施 して新たな 「身分文化 」 をもつ 社会階層を創 り

出す役目を担 っ た の か 、 とい う女子教育機関の機能に

関する 重大な問題を含んで い る 。 さらに、前に述ぺ た

「職 業教育 」
「教養教育」 とい う学校分類を再 検討す

るとい う課題 とも重な り、 顕在的 ・潜在的な面を含め

た 「学校文化 」 を どの ように定義 し、 どう捉え る の か

とい う問題でもある 。

4．新たな方向性　　　　　　　　　　　　　　一、

　獲得 した学歴 、 あ る い は身につ けた 「学校 文化 」 が

どの 程度 「地位表示 」 的で あ っ た の かとい う問題 につ

い て、学歴 を得た者の みに注 目し、 結果として彼女た

ちが ど の よ うなラ イ フ コ
ース を歩ん だ の か を問 う こ

と、 それに よ っ て学校格差を見出そうとす るこ とは有

効 で はな い 。 学歴が結果的に どの よ うな機能を果 た し

た の か 、 とい う観点を脱 し、「学校文化」 と 「身分文

化」 に 関する上記 の 問題 を 、 1つ 1 つ 重要 な課題 とし

て考察する必要が ある 。

　本報告で は、「学校 文化 」 と 「身分文化 」 との 関係

を重視 して、結果的に学歴が どう利用されたか とい う

視点か ら、 当事者が学歴 をどう捉えて い たの か と い う

視点へ の転換 と、 高等教育機関や学歴を得た者が 当時

の 社会の な か で どう い う存在だっ た の か を間 う こ と

を 、 今後の新たな研究の 方向性 として示そ う。

　高等教育を享受する者がご くわずかだ っ た時代 に、

女子高等教育機関は良 くも悪 くも注 目の 的だ っ た 。 伝

達 され る情報そ の もの が社会的地 位を表示 し、 あ る 層

に とっ て は進学しな い 理由とな り、
．ある層にとっ ては

進学理 由にな っ たとい え る。こ の こ とは 「学校文化 」

が どのよう に伝達され 、 どの ように 「身分文化 」 とし

て機能するか とい う問題 と無関係 ではな い 。 本報告で

は仮説的に しか示すこ とが で きな い が、高等教育に在

学す る者は与え られる 「学校文化 」 に積極的に コ ミ ッ

トし、卒業後もそ の 学校卒業者 として の 誇 りを高 く持

ち、 それにふさわ しい ように振る舞 う傾向があ る 。 つ

ま り、学歴 を得た者はそ うで ない 者 との差異化 をそれ

によ っ て はか っ た と考え られ るの で ある 。 学歴 が 「地

位表示機能」 を果たすとは 、 特定の学歴によ っ て括 ら

れ る集 団 が 他 との 差異 を 見出 し 、 ま た他か ら も見出さ

れ る こ ととい えよう 。 その 差異 を誰が どう評価するか

によ っ て 女子教育機関の 序列 は異な っ て くる。 した が

っ て、当時の社会におけ る女子教育観や学校の位置づ

けを考察す る必要が生 じるのであ る 。

　学歴 に つ い て 、 学校や学歴 を獲得 した本人だけ に注

目するのではな く、 学歴 を持たない者や学校をとりま

く社 会 との 関わ りの なか で そ の 意味を考察す る こ と

は 、 こ れ まで学歴主義の 浸透 とい われ て きたもの が 何

だっ たの か を改めて問い返すこ とで もあ り、 本研究が

単 に 女子 の 学歴研究に とど ま ら ない もの で あ る こ と を

付け加える。
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